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無料法律相談のお知らせ無料法律相談のお知らせ無料法律相談のお知らせ無料法律相談のお知らせ無料法律相談のお知らせ
4月14日(火）午前10時から
場所は「日本共産党羽村市委員会」事務所です。
弁護士が相談にあたります。予約必要

中原まさゆき　 電話　554-1163
市川　えい子　電話　554-1140
鈴木　たくや　電話　080-1058-9450

3月定例議会での市川えい子議員の一般質問をお知らせします

障がい者福祉について障がい者福祉について障がい者福祉について障がい者福祉について障がい者福祉について
①①①①①障がいを有する児童の放課後対策について伺う障がいを有する児童の放課後対策について伺う障がいを有する児童の放課後対策について伺う障がいを有する児童の放課後対策について伺う障がいを有する児童の放課後対策について伺う

市長　障害児の放課後対策としては現在学童クラブで発達障害児を含め11名の障害児
の通所を受け入れている。また市の独自事業として学齢児の療養訓練を行う心身障害
児通所訓練指導事業「青い鳥」を実施しており現在31名の児童・生徒が通所している。
さらに障害福祉サービスとして日中一時支援事業の利用も可能となっている。　しか
しながら障害児の放課後対策など障害がある学齢児に対するデイサービス事業は現行
の障害福祉制度上に位置づけられていないことから、市単独で対策を実施していくこ
ととなり、各市町村で対応が異なってしまうという課題がある。そのため今後国の制
度として位置づけること、また、都立特別支援学校における障害児の放課後支援等の
実施などについて都や国に対応の要望をしている。

市川　障がい児の放課後対策は緊急課題である。障がい児の生活支援はもちろん
のこと、母子家庭で仕事をしなければ生活が出来ない、また、不況で生活のため
仕事をしたいといった家庭が増えている。市はそのような悩みに十分対応出来て
いない。「青い鳥」では31名の児童・学童が通所しているため、毎日通所したく
ても出来ない、受け入れ時間が学童クラブと比較すると短い。といった問題点が
ある。これでは保護者は働きたくても仕事につけない。そのため「青い鳥」での
訓練指導が終わった後、「日中一時支援事業」を利用している保護者もいる。「日
中一時支援事業」を実施しているある施設では、登録者数は33名で、月平均17
名の利用者が38回利用している。しかし毎月40万円程度の赤字となっており一
つの法人の努力でどこまで持ちこたえられるか見通しがつかないと悩んでいる。
（この施設長は無給のボランティア）市はそのような施設へもっと支援をすべき
である。さらに市は現在の学童クラブに11名の障害児を受け入れているが、一
人ひとりの実態にあった対応が求められる。保護者や指導員の願いをよく聞くこ
とが大事である。
　毎日、一生懸命に、地道に生活している人々に市はもっと心を寄せ、財源を振
り向けるべきである。以前からいわれている言葉だが、弱い立場の人々が真に大
事にされてこそ、一般の市民も大事にされるということを強調したい。

②②②②②羽村市障害者相談支援事業について伺う羽村市障害者相談支援事業について伺う羽村市障害者相談支援事業について伺う羽村市障害者相談支援事業について伺う羽村市障害者相談支援事業について伺う
市長　「障害者生活支援センター」が臨時職員1名、「地域活動支援センター・ハッピーウィ
ング」（福生市と共同）には精神保健福祉士2名、社会福祉士1名、臨時職員1名の人員体
制。相談件数は19年度実績で２カ所合計3350件で、主な相談内容は、生活相談、就労相
談、施設利用、福祉機器の相談等である。
　今後は、困難ケースやケアマネジメント等に関する相談機能の強化が必要となるので障
害福祉計画に基づき平成21年度より「障害者生活支援センター」に常勤の相談専門員及
び臨時職員を配置し「地域活動支援センター」I型に位置づけ相談体制を充実していく。

市川　今までの生活支援センターの体制は臨時職員が1名ということがあり、相談支援が
不十分との声が寄せられていた。平成21年度から相談体制を充実させていくということ
で常勤の相談専門員の配置をする。関係者は期待している。相談専門員は、月・火・木・
金の週4日間に配置される。（保健師の資格のある方）。臨時職員は今までどおり。
　

　　　　　③③③③③ホームヘルプサービスについては対応出来ているか。ホームヘルプサービスについては対応出来ているか。ホームヘルプサービスについては対応出来ているか。ホームヘルプサービスについては対応出来ているか。ホームヘルプサービスについては対応出来ているか。
     シヨートスティに　ついてはどうか伺う。シヨートスティに　ついてはどうか伺う。シヨートスティに　ついてはどうか伺う。シヨートスティに　ついてはどうか伺う。シヨートスティに　ついてはどうか伺う。

　　　
　　　市長　ホームヘルプサービスについては、昨年実績（19年度）を今年度は上回るものと予測
　　　でき市が派遣決定を行ったケースについては対応ができている。シヨートスティについても
　　　昨年の利用実績を超えている。ショートスティは市内施設の利用を希望するケースが多く　
　　　なっている。利用に支障がでる場合は市が契約している緊急シヨートスティの利用、近隣市
　　　等の利用可能施設を紹介しており対応はできている。　

④④④④④地域自立支援協議会を立ち上げるべきでは地域自立支援協議会を立ち上げるべきでは地域自立支援協議会を立ち上げるべきでは地域自立支援協議会を立ち上げるべきでは地域自立支援協議会を立ち上げるべきでは

市長　平成21年度において障害者「地域自立支援連絡会」を立ち上げ、将来的に協議会
の設置につなげていきたいと考えている。

市川　障がい者に係わる全ての団体、個人、医療、法人のネットワークが機能してこそ関
係者は安心できる。日本共産党は、国連の障害者権利条約にあるすべての障害者に対して
同年齢の市民と同じ権利を差別なく保障するために力を尽くします。　

　


